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「会議録検索システム」をご利用ください！
　北斗市議会では、１人でも多くの市民の皆様に幅広く議会の情報をお知らせするために、会議録
検索システムを導入しています。
　北斗市議会ホームページの「会議録等」→「会議録検索
システムのページ」をクリックすると右の画面に移ります。
　検索画面で、気になるキーワードなどを入力すると簡単
に会議録を閲覧することができます。
　ぜひ、議会で何が議論されているかご覧ください。
　※　�会議録検索システムは、パソコンだけでなくスマー

トフォン・タブレットでもご利用いただけます。

第４回定例会
　令和3年第4回定例会は、12月7日から14日までの8日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和3年度
各会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

▼補正予算 

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第１０号）…………………………………………………… 原案可決
公共交通対策事業経費、新型コロナウイルス緊急対策経費、新型コロナウイルスワクチン接種対策経
費、観光交流センター管理経費、中学校施設改修事業経費、原油価格高騰による燃料費の増額などで
1億5,114万8千円を追加し、総額を228億391万3千円としました。

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第１１号）…………………………………………………… 原案可決
新型コロナウイルス緊急対策経費として、子育て世帯への臨時特別給付金、漁業者事業継続特別支援
金などで3億6,529万3千円追加し、総額を231億6,920万6千円としました。

・令和３年度北斗市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）………………………………… 原案可決
被保険者高額療養費で6,164万8千円を追加し、総額を49億1,968万円としました。

・令和３年度北斗市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）……………………………………… 原案可決
介護予防住宅改修費などで324万6千円を追加し、総額を46億9,109万2千円としました。

▼条　　例 

・北斗市国民健康保険条例の一部改正　……………………………………………………………… 原案可決
産科医療補償制度の掛け金の見直しにより、健康保険法施行令等の一部が改正されたことに伴い、所
要の改正を行うための条例の一部改正です。

・北斗市国民健康保険税条例の一部改正　…………………………………………………………… 原案可決
全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行により、地
方税法施行令の一部が改正されたことに伴い、所要の改正を行うための条例の一部改正です。

▼そ の 他 

・財産の取得（種別：土地　面積：8,833.73㎡）… ………………………………………………… 原案可決
・北斗市健康センター及び北斗市せせらぎ保健センターにおける指定管理者の指定　………… 原案可決
　（指定管理者：社会福祉法人函館緑花会）
・南渡島消防事務組合規約の変更に関する協議　…………………………………………………… 原案可決
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「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！
議会だよりは、配信アプリ「マチイロ」でも見ることができます。
発行日にはプッシュ通知でお知らせするので、手軽にすぐに議会だよりを読むことができます。

ご 利 用 方 法
利用するには、お手持ちのスマートフォンやタブレットに「マチイロ」のアプリをインストールし
ていただき、「北斗市議会だより」を登録してください。
下記ＱＲコードから、ご利用の端末にあわせてアプリをインストールしてください。

アプリダウンロードサイト

※�ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの
商標登録です。

Android�OS iOS

第５回臨時会
　令和3年第5回臨時会は、11月9日に開催され、一般会計補正予算について審議しました。

▼補正予算 

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第９号）……………………………………………………… 原案可決
新型コロナウイルス緊急対策経費として、地域商業ウィズコロナ対策支援事業補助金、ほくと宿泊施
設応援事業交付金などで3,087万2千円を追加し、総額を226億5,276万5千円としました。

第６回臨時会
　令和3年第6回臨時会は、12月22日に開催され、一般会計補正予算について審議しました。

▼補正予算 

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第１２号）…………………………………………………… 原案可決
新型コロナウイルス緊急対策経費として、子育て世帯への臨時特別給付金などで3億4,279万2千円を
追加し、総額を235億1,199万8千円としました。

▼意 見 書 　－ 可決された意見書は、以下のとおりです －

・令和４年度の米政策に関する意見書
　（提出された意見書の内容は、議会のホームページで閲覧することができます。）

意見書�…��地方自治法第９９条に基づき、市の公益に関することについて、国や関係行政庁に
対し、議会の意思をまとめて提出する文書のことをいいます。
意見書案は議員が提出し、本会議でその可否を決めます。

用 語 解 説
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一 般 質 問
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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
の
栃
木
議
員
の

通
告
に
対
し
て
、
２
期
目
も
担
わ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
市
長
は
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
現
在
の
北
斗
市
の
課
題
と
今
後
こ

の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
導
い
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
人
口
減
少
対
策
と
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

（
函
館
市
・
七
飯
町
と
の
人
口
減
数
の
比
較
）

⑵
企
業
誘
致
に
つ
い
て

⑶
学
童
保
育
に
つ
い
て

⑷
待
機
児
童
と
保
育
士
の
人
材
不
足
に
つ
い
て

⑸
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

⑹
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

⑺
観
光
事
業
に
つ
い
て

⑻
市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

⑼
１
次
産
業
の
後
継
者
問
題
な
ど
に
つ
い
て

⑽
新
函
館
北
斗
駅
周
辺
に
つ
い
て

⑾
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
（
市
長
）
⑴
国
勢
調
査
に
基
づ
く
本
市
の
人

口
も
平
成
17
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
平
成
27
年
の
４
万
６
千
390
人
に
対
し
、

先
月
末
に
公
表
さ
れ
た
令
和
２
年
実
績
が
４
万

４
千
302
人
と
な
り
、
こ
の
５
年
間
で
２
千
88
人
、

率
に
し
て
4.5
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
比
較
で
、
函
館
市
は
１
万
４
千
895
人
、

率
に
し
て
5.6
％
の
減
少
、
七
飯
町
は
434
人
、
率

に
し
て
1.5
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
と
し
て
、
20
歳
前
後
の
若
年
層

の
転
出
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
地
域
の
人
材
不

足
の
解
消
を
図
る
た
め
に
も
、
若
年
層
の
回
帰

に
つ
な
が
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
動
態
に
つ
い
て
は
、
結
婚
か
ら

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
安
心
し
て
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
出
生
数
の
増
加
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

⑵
優
れ
た
地
域
特
性
を
強
力
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
企
業
活
動
回
復
を
見
据
え

た
優
遇
措
置
の
拡
大
を
図
り
、
企
業
へ
の
効
果

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

⑶
今
後
の
課
題
と
し
て
、
終
了
時
間
の
延
長
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
児
童
の
夕
食
、
入
浴
、
学

習
、
睡
眠
な
ど
生
活
習
慣
が
適
切
に
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
利
用
料
金
も
含
め
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
協
議
・
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑷
本
年
10
月
１
日
現
在
の
潜
在
的
待
機
児
童
数

は
34
人
で
、
約
半
数
が
七
重
浜
地
区
の
認
定
こ

ど
も
園
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

潜
在
的
待
機
児
童
の
対
策
と
し
て
は
、
定
員

の
120
％
以
上
の
状
態
に
な
ら
な
い
範
囲
内
で
受

け
入
れ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
保
育
面
積
の
確
保
と
保
育
士
の

配
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
を

協
議
中
で
あ
り
、
定
員
の
弾
力
的
運
用
に
よ
る

手
法
を
中
心
に
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
。

⑸
本
市
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
で
は
、
年

収
300
万
円
以
下
の
世
帯
が
約
８
割
を
占
め
て
お

り
、
経
済
的
な
困
窮
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
度
か
ら
設
置
す
る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
機
能
の
中
で
、
詳
細
な
実
態
把
握
を
行
う

な
ど
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑹
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
「
北
斗
市
働
き
方

改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
教
員
が
本
来
担
う

べ
き
業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
従
来
の
仕

事
の
仕
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
視
点
で
議

論
を
重
ね
、
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

⑺
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
着
地
型
観
光
担

い
手
づ
く
り
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
観
光
商
品

の
開
発
と
普
及
促
進
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑻
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
労
働
環
境
の
改
善
・
向
上
が
不
可
欠
な
た
め
、

全
職
員
を
対
象
に
人
材
育
成
の
強
化
に
努
め
る

な
ど
、
職
員
の
資
質
向
上
や
意
識
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
き
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
働
き

や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

⑼
１
次
産
業
の
就
業
人
口
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
後
継
者
問
題
の
解
決
に
は
、
所
得
の

向
上
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑽
市
で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
今
夏
以
降
、

地
域
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
新
駅
周
辺
の
活

性
化
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

⑾
ま
ず
は
、
市
民
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
啓
発
な
ど
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、
近
隣
市
町
な
ど
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
取
り
組
み
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

き
じ
ひ
き
高
原
に
全
国
で
人
気
の
あ
る
天

空
の
ブ
ラ
ン
コ
や
、
新
駅
横
の
ほ
っ
く
る
に
ミ

ニ
四
駆
サ
ー
キ
ッ
ト
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

答
（
市
長
）
天
空
の
ブ
ラ
ン
コ
は
貴
重
な
ご
提

案
を
い
た
だ
い
た
と
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。

答
（
観
光
課
長
）
新
駅
周
辺
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ミ
ニ
四
駆
に
限
ら
ず
、
費
用
な
ど
を
協
議
し
実

施
の
可
否
を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

市　
長

質　
問

貴
重
な
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
と

受
け
止
め
て
お
き
た
い

き
じ
ひ
き
高
原
に
天
空
の
ブ
ラ
ン

コ
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か

髙
村
　
　
智
　
議
員

きじひき高原からの眺望
「駒ヶ岳と大沼」

問答

答答 問
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一 般 質 問
問　

市
役
所
よ
り
、
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

の
採
択
に
伴
い
、
２
０
２
１
年
よ
り
水
銀
灯

（
ラ
ン
プ
）
の
製
造
・
輸
入
が
禁
止
、
供
給
量

も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
ラ
ン
プ
を
管
理
し
て
い
る
各
町
内
会
・
自

治
会
は
、
計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
よ
う

に
と
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
の
要
望

状
況
と
市
と
し
て
の
今
後
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
で
は
、
本
年
９
月
に
令
和
４
年

度
予
算
に
係
る
街
灯
施
設
等
補
助
金
の
要
望
調

査
を
行
っ
た
際
、
水
銀
灯
（
ラ
ン
プ
）
の
製

造
・
輸
入
禁
止
に
伴
い
、
今
後
、
供
給
が
次
第

に
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
計

画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
通

知
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
51
団
体
か
ら

新
設
23
灯
、
改
良
599
灯
の
要
望
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。　

　

市
と
し
て
の
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
の
改
良
要
望
灯
数
が
、
今
年
度
の

約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
要

望
に
添
え
る
よ
う
に
予
算
を
措
置
し
、
町
内

会
・
自
治
会
の
計
画
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を

後
押
し
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

街
灯
施
設
等
補
助
金
の
補
助
率
に
つ
い
て
、

町
内
会
等
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

町
内
会
等
の
負
担
も
大
変
だ
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
全
額
補
助
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

答
（
副
市
長
）
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
選
択

と
集
中
と
い
う
考
え
方
で
予
算
編
成
し
て
お
り
、

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

今
年
７
月
～
８
月
に
か
け
て
、
記
録
的
大

雨
に
よ
り
、
特
別
警
報
が
出
さ
れ
厳
重
な
警
戒

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害

な
ど
各
地
の
被
害
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
で
も
、
11
月
２
日
～
３
日
に
大
雨
警
報

（
洪
水
・
土
砂
災
害
）
が
発
令
さ
れ
、
指
定
さ

れ
た
地
域
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
開
設
し
た

避
難
所
に
は
、
避
難
者
も
来
ら
れ
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
防
災
計
画
等
で
備
蓄
品
や
災
害

対
応
資
機
材
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
指
定
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況
と
避
難
行

動
要
支
援
者
対
策
の
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
（
市
長
）
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
に
福
祉
避
難
所
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
説
明
会
を
実
施
し
た
上
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
社
会
福
祉
法
人
等
と
協
定
を
締

結
し
、
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
お
り
、
現
在
、

９
法
人
27
施
設
あ
り
ま
す
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

平
成
25
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

市
町
村
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
独
自
の
基
準
で
名
簿
の
作
成
を

行
う
と
と
も
に
、
「
自
主
防
災
組
織
結
成
の
手

引
き
」
を
策
定
し
、
自
主
防
災
組
織
の
協
力
の

下
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
災
害
に
よ
り
、

多
く
の
高
齢
者
が
被
災
す
る
事
例
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
避
難
の
実
効
性
を
さ
ら
に
確
保
す

る
た
め
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
個

別
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
改

め
て
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
を
進
め
て
お
り
、

現
在
、
防
災
連
絡
会
議
と
の
連
携
の
下
、
４
町

会
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
施
設
管
理

者
を
含
め
、
市
内
事
業
者
に
対
し
て
も
、
協
働

に
よ
り
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
物
資
等
の
備
蓄
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の
構
築
な
ど
、

自
主
的
な
防
災
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ

く
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
地
域
の
防
災
力

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

一
般
の
指
定
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難
所
に

移
送
す
る
判
断
は
誰
が
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
は
市
の
職
員

が
す
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
基
本
的
に
は
一
般
の
指
定
避

難
所
が
開
設
さ
れ
た
段
階
で
、
市
の
保
健
師
が

各
指
定
避
難
所
を
回
り
、
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
へ
職
員
が
送
迎
す
る
の
は
厳
し

い
た
め
、
基
本
的
に
は
各
自
で
移
動
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
福
祉
避
難
所
側
で

送
迎
す
る
等
の
方
法
を
取
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市　
長

質
問
１

51
団
体
か
ら
新
設
23
灯
、
改
良 

599
灯
の
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る

水
銀
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
す
る
町

内
会
等
か
ら
の
要
望
状
況
は

市　
長

質
問
２

現
在
、
９
法
人
27
施
設
を
福
祉
避

難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す

指
定
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況
は

問

町内会で管理している水銀灯

工
藤
　
秀
子
　
議
員

指定福祉避難所
「社会福祉法人函館緑花会美ケ丘敬楽荘」

問 答

答

答

問

答 問
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一 般 質 問
問　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
も
質
問
を
し
ま
し

た
が
、
再
度
、
質
問
し
ま
す
。

　

谷
川
小
学
校
の
児
童
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

谷
好
２
丁
目
の
工
業
地
域
を
住
居
専
用
地
域

へ
用
途
変
更
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

市
長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
少

子
高
齢
化
及
び
人
口
減
少
の
進
行
は
、
本
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
は
多
く

の
市
内
小
・
中
学
校
で
児
童
生
徒
数
の
減
少
と

い
う
形
で
も
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
に
あ
り
ま
す
、
谷
川
小
学
校
の
児
童
数

は
、
10
年
前
の
平
成
23
年
度
が
169
人
だ
っ
た
の

に
対
し
、
本
年
４
月
に
は
99
人
と
な
り
、
70
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
数
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
、
谷
好
２
丁

目
の
工
業
地
域
を
住
居
専
用
地
域
へ
用
途
変
更

す
べ
き
と
い
う
提
案
は
、
本
年
、
第
２
回
定
例

会
で
も
同
様
の
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
は
、
現
状
の
用
途
地
域
の
ま
ま
で
も

住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
の
建
築
、
宅
地
造
成
は

可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
将
来
を
心
配
さ
れ

る
気
持
ち
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
も
第
２
回
定
例
会
後
、
直
ち
に
対
象
地
域

の
土
地
所
有
企
業
と
面
談
し
、
谷
川
小
学
校
の

児
童
数
の
減
少
や
用
途
地
域
の
変
更
に
対
す
る

考
え
方
、
社
員
向
け
の
宅
地
開
発
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
谷
好
・
富
川
地
区
の
第
１
種
住
居
地

域
の
中
に
は
、
１
万
㎡
以
上
、
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
面
積
の
未
利
用
地
が
６
箇
所
ほ
ど
存
在
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
土
地
利
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
民
間
事
業
者
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
既
存
住
宅
に
つ
い
て
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
本
市

の
充
実
し
た
子
育
て
支
援
制
度
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
居
住
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
。

問　

第
２
次
北
斗
市
総
合
計
画
に
「
ほ
っ
と
す

る　

く
ら
し
が
あ
る　

と
も
に
す
す
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
あ
り
、
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
開
発
を
し
な
け
れ
ば
、
家

が
建
た
な
け
れ
ば
、
計
画
が
実
現
で
き
な
い
わ

け
で
す
。

　

用
途
変
更
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
計
画
が

絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
の

で
す
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
谷
好
２
丁
目
の
工
業
地
域
は
、
住

宅
も
建
て
ら
れ
ま
す
し
、
造
成
も
で
き
ま
す
。

多
様
な
使
い
方
が
で
き
る
土
地
で
す
の
で
、
用

途
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
谷
好
・
富
川
地
区
に
は
、
そ
れ
以
外

に
も
宅
地
開
発
が
可
能
な
土
地
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
宅
地
開
発
で
き
る
土
地
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
こ
れ
は
当
該
地
域

以
外
に
も
子
ど
も
た
ち
の
減
少
が
著
し
い
地
域

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
加

え
て
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
た
い
。

問　

確
か
に
市
長
言
う
よ
う
に
、
谷
好
・
富
川

地
区
に
は
空
き
地
が
６
箇
所
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
中
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、
家
を
建
て
る

人
に
し
て
み
れ
ば
き
っ
と
不
便
な
の
で
す
ね
。

　

こ
の
谷
好
２
丁
目
の
工
業
地
域
は
、
現
状
の

ま
ま
で
も
住
宅
は
建
築
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、

こ
こ
は
谷
好
の
入
口
で
非
常
に
便
利
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
企
業
で
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
宅
地

開
発
し
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

企
業
に
買
わ
れ
る
前
に
、
住
宅
専
用
地
域
に

用
途
変
更
し
て
、
住
宅
だ
け
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

谷
川
小
学
校
の
児
童
の
減
少
を
一
人
で
も
食

い
止
め
た
い
、
谷
好
地
区
の
発
展
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
言
っ
て
い
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
考
え
を
変
え
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。

答
（
都
市
住
宅
課
長
）
用
途
変
更
を
す
る
に
は
、

住
民
や
土
地
所
有
者
を
対
象
に
説
明
会
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
後
、
市
の
都
市
計
画
審
議
会
の

審
議
を
経
て
、
北
海
道
と
協
議
を
し
て
、
都
市

計
画
決
定
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
続
き
の
中
で
、
用
途
変
更
は
土
地

所
有
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
市
の
考
え
だ
け
で
用
途
を
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
地
域
に
対
す
る
気
持
ち
、
実
情
は

よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

児
童
の
減
少
問
題
に
つ
い
て
は
、
谷
川
小
学

校
だ
け
で
な
く
、
他
の
学
校
で
も
そ
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
市
と
し

て
も
、
地
域
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
。

市　
長

質　
問

現
状
で
は
用
途
変
更
は
無
い
が
今

後
も
地
域
発
展
の
た
め
努
力
す
る

谷
川
地
区
の
発
展
の
た
め
住
居
専

用
地
域
へ
用
途
変
更
で
き
な
い
か

児童が減少傾向にある谷川小学校

水
上
　
　
務
　
議
員

問

問

問

答

答

答答
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一 般 質 問
　
　

少
子
高
齢
化
の
今
、
自
治
会
・
町
内
会
に

お
い
て
も
様
々
そ
の
影
響
が
出
て
来
て
い
ま
す
。

　

北
斗
市
の
86
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
に
お
い

て
も
、
町
会
運
営
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

私
の
加
入
し
て
い
る
町
内
会
で
も
、
今
後
５

年
先
の
町
会
運
営
に
黄
色
信
号
が
と
も
っ
て
い

ま
す
。

　

町
内
会
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
災
害
時
の
共
助
は
町
内
会
の
大
切

な
役
割
で
す
。

　

し
か
し
、
都
会
で
は
、
解
散
す
る
町
内
会
が

あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

北
斗
市
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
信
じ

た
い
の
で
す
が
、
毎
年
入
会
者
が
減
り
、
役
員

の
成
り
手
不
足
な
ど
、
５
年
先
、
10
年
先
は
、

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
危
惧
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、
自
治
会
・
町
内
会
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
自
治
会
・
町
内
会
は
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
一
定
の
地
域
で
、
そ
こ
に

住
む
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
と
な
る
よ
う
、

地
域
課
題
の
解
決
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を

自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
な
ど
重
要
な
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
地
域
の
お
祭
り
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
親
睦
活
動
、
安

全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
防
災
・
防

犯
活
動
、
清
掃
や
環
境
美
化
活
動
、
子
ど
も
や

高
齢
者
へ
の
見
守
り
と
い
っ
た
地
域
福
祉
を
支

え
る
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
や
個
人
の
価
値
観
の
多
様

化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
町
内
会
役
員

の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、
町
内
会
加
入
率
の

低
下
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の
み
な
ら

ず
全
国
的
に
も
、
地
域
に
お
け
る
自
治
活
動
や

互
助
活
動
の
機
能
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
町
内
会
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
今
年
度
か
ら
は
、「
加
入
率
向
上
」
や

「
担
い
手
確
保
」
に
取
り
組
む
町
内
会
へ
の
活

性
化
交
付
金
を
増
額
し
て
お
り
、
財
政
支
援
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
企
画
し
た
萩
野
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ

ん
と
考
え
る
「
北
斗
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

町
内
会
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
、
実
際
に
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
町
内
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
解

決
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
提
案
内
容
を
参
考
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
が
町
内
会
活
動

に
高
い
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
将
来
の
参
加
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
親
御
さ
ん
な
ど
に
町
内

会
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

出
前
授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
学
習

や
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
町
内
会
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
加
入
者
を
増
や
す

工
夫
と
世
代
交
代
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
け

る
よ
う
、
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
を
単
位
町

内
会
や
町
会
連
合
会
、
さ
ら
に
は
、
多
様
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
協
議

を
重
ね
、
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
で
毎
年
行
っ
て
い
る
、

「
福
祉
灯
油
」
の
助
成
対
象
世
帯
の
枠
を
広
げ

る
た
め
に
、
市
と
し
て
も
手
だ
て
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
社
会
福
祉
協
議
会
が
歳
末
福
祉
見

舞
金
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
福
祉
灯
油
」
は
、

市
民
か
ら
の
募
金
と
、
こ
の
活
動
に
賛
同
す
る

企
業
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
お
り
、

70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
で
一
定
の
収
入
要
件
を

満
た
す
方
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
い
ま
だ
家
計
が
不
安
定
な
中
、
昨
今
の
灯

油
価
格
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
は
、
冬
季
生
活
費
増
嵩
へ
の
緊
急
支

援
策
が
必
要
と
判
断
し
、
本
定
例
会
の
補
正
予

算
で
「
冬
季
生
活
臨
時
支
援
金
」
を
提
案
し
、

議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

支
援
金
の
対
象
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
歳

末
福
祉
見
舞
金
と
し
て
１
万
２
千
円
を
支
給
す

る
約
320
件
に
対
し
て
は
、
３
千
円
を
上
乗
せ
し

て
１
万
５
千
円
を
支
給
し
、
ま
た
、
今
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

支
援
制
度
等
の
対
象
と
な
っ
た
１
千
157
件
に
対

し
て
は
、
新
た
に
１
万
５
千
円
を
支
給
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
対
象
者
に
は
、
速
や
か
に
案

内
し
、
年
内
に
支
給
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市　
長

質
問
１

加
入
率
向
上
等
に
取
り
組
む
町
内

会
へ
の
活
性
化
交
付
金
を
増
額

自
治
会
・
町
内
会
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
の
考
え
は

市　
長

質
問
２

支
援
制
度
等
の
対
象
１
千
157
件
に

対
し
、
新
た
に
１
万
５
千
円
支
給

福
祉
灯
油
の
助
成
対
象
世
帯
の
枠

を
広
げ
る
考
え
は

渡
野
辺
秀
雄
　
議
員

町内会活動による地域の安全を見守る交通指導

問

答

答 問
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一 般 質 問
　
　

毎
年
、
冬
期
の
除
排
雪
は
切
実
な
問
題
で

す
。

　

個
人
の
敷
地
の
除
排
雪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住

人
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て
除
排
雪
を
行
い
、
市

営
住
宅
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
で
問
題
の

解
決
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
日
の
よ
う
な
人
口
減
少
社
会
に

お
い
て
、
住
人
同
士
の
協
力
を
前
提
と
し
た
方

法
は
い
ず
れ
限
界
が
来
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
営
住
宅
の
除
排
雪
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
等
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、

行
政
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
市
営
住
宅
に
お
け
る
冬
期
間
の
除

排
雪
の
考
え
方
は
、
個
人
住
宅
と
同
様
で
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
応
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
は
、
入
居
説
明
の
中
で
も
共
同
で

行
う
よ
う
説
明
し
て
お
り
、
入
居
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
除
排
雪
の
方
法
は
、
団
地
自
治
会
の

あ
る
団
地
は
、
そ
の
団
地
自
治
会
が
、
な
い
場

合
は
管
理
人
が
中
心
と
な
り
決
定
し
て
お
り
、

住
戸
前
を
各
自
で
か
い
て
い
る
団
地
や
当
番
制

で
か
い
て
い
る
団
地
、
ま
た
、
共
益
費
に
よ
り

業
者
に
依
頼
し
て
い
る
団
地
な
ど
様
々
で
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
が
よ
り
一
層
進
み
、
現
在

の
除
排
雪
方
法
が
維
持
で
き
な
く
な
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
各
団
地
の
入
居
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、

団
地
自
治
会
な
ど
と
と
も
に
解
決
方
法
を
探
っ

て
ま
い
り
た
い
。

問　

除
雪
を
住
民
が
輪
番
で
行
っ
て
い
る
団
地

自
治
会
は
、
敷
地
内
、
通
路
や
出
入
口
部
分
等

に
つ
い
て
、
そ
の
住
宅
の
棟
ご
と
で
取
り
組
み

や
考
え
方
に
温
度
差
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
い
ず
れ
は
外
注
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
自
治
会
ご

と
に
受
益
者
負
担
で
料
金
を
徴
収
し
た
場
合
、

負
担
す
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
の
差
が
出
ま
す
。

　

そ
れ
を
自
治
会
や
住
人
に
任
せ
て
お
く
と
、

住
人
同
士
の
対
立
に
発
展
す
る
の
で
は
と
私
は

危
惧
し
て
お
り
、
行
政
の
関
与
が
や
は
り
必
要

で
は
な
い
か
、
今
か
ら
計
画
を
し
て
い
く
姿
勢

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
件

に
つ
い
て
、
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
（
都
市
住
宅
課
長
）
市
営
住
宅
の
入
居
時
に

は
、
団
地
内
の
除
排
雪
や
清
掃
な
ど
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
、
協
力
し
て
行
う
こ
と

と
、
入
居
者
が
負
担
す
る
費
用
と
し
て
、
共
同

部
の
電
気
料
、
清
掃
、
除
雪
等
に
関
わ
る
費
用

は
、
共
益
費
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
払
い
た
く
な
い
、
出
来
な
い
な
ど

の
場
合
が
あ
れ
ば
、
市
で
入
居
者
に
対
し
遵
守

す
る
よ
う
指
導
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
い

こ
と
な
ど
の
解
決
策
に
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

よ
う
な
こ
と
を
活
用
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
検
討
し
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
、
新
た
な
手
法
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

道
路
は
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
整
備

や
維
持
に
は
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

我
が
北
斗
市
内
に
も
改
良
や
整
備
が
必
要
な

道
路
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の
２
カ

所
に
つ
い
て
現
状
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

⑴
国
道
227
号
と
道
道
１
１
６
４
号
北
斗
追
分
イ

ン
タ
ー
線
及
び
追
分
線
の
交
差
点
の
ず
れ
に
つ

い
て
。

⑵
久
根
別
停
車
場
線
の
う
ち
、
久
根
別
２
丁
目

10
番
か
ら
21
番
62
号
付
近
の
狭
い
箇
所
に
つ
い

て
。

答
（
市
長
）
⑴
道
道
１
１
６
４
号
北
斗
追
分
イ

ン
タ
ー
線
を
走
行
し
て
国
道
227
号
と
交
差
す
る

と
、
信
号
奥
の
市
道
追
分
線
は
10
ｍ
程
左
に
位

置
し
て
お
り
、
一
直
線
で
は
な
い
道
路
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
へ
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
今
後
、
道
道
１
１
６
４
号
北
斗
追
分
イ

ン
タ
ー
線
の
改
良
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
の
交
差
点
改
良
は

考
え
て
い
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

⑵
当
該
箇
所
は
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

区
間
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
予
算
編
成

に
対
す
る
町
内
会
要
望
事
項
の
中
に
も
、
小
・

中
学
生
の
通
学
路
で
あ
り
、
ま
た
住
民
の
生
活

道
路
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
歩
道
を
新
設
す
る
よ
う
要
望
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
強
い
想
い
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
ま
ず

は
整
備
に
向
け
て
関
係
す
る
方
々
と
の
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

歩道が整備されていない久根別停車場線

市　
長

質
問
１

各
団
地
の
入
居
者
の
状
況
を
踏
ま

え
団
地
自
治
会
と
解
決
策
を
検
討

市
営
住
宅
の
除
排
雪
に
つ
い
て
行

政
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
で
は

市　
長

質
問
２

整
備
に
向
け
て
関
係
す
る
方
々
と

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

久
根
別
停
車
場
の
狭
幅
箇
所
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
は

白
石
　
勝
士
　
議
員

問

問

問

答

答

答答
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一 般 質 問
問　

11
月
２
日
、
道
南
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
北

斗
市
に
お
い
て
も
100
㎜
を
超
え
、
幸
い
人
的
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
屋
へ
の
浸
水

や
農
作
物
冠
水
、
流
木
等
に
よ
る
漁
業
被
害
、

土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴
市
の
報
告
で
は
床
上
浸
水
２
件
、
床
下
浸
水

18
件
、
農
作
物
冠
水
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

被
害
の
あ
っ
た
地
域
ご
と
の
主
な
原
因
に
つ
い

て
。

⑵
今
回
の
災
害
の
教
訓
及
び
今
後
ど
の
よ
う
に

生
か
す
べ
き
か
に
つ
い
て
。

答
（
市
長
）
⑴
床
上
・
床
下
浸
水
に
つ
い
て
は
、

当
別
地
区
が
河
川
の
越
水
に
よ
る
浸
水
、
中
野

通
地
区
は
、
降
雨
期
常
設
ポ
ン
プ
施
設
の
能
力

を
上
回
っ
た
降
雨
に
よ
る
浸
水
、
そ
の
他
の
地

区
に
関
し
て
は
、
降
雨
に
よ
る
低
地
部
な
ど
の

浸
水
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
物
の
冠
水
５
件
に
つ
い
て
は
、

東
前
、
清
川
、
中
野
地
区
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
集
中
豪
雨
に
よ
り
地
下
浸
透
な
ど
、

排
水
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

⑵
今
回
の
災
害
は
短
時
間
に
豪
雨
が
集
中
し
た

こ
と
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
向
け
て
は
、

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
今
回
の
事
象
を
検

証
し
、
対
応
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ

の
周
知
や
職
員
研
修
で
も
取
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
関
係
部
署
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

当
別
１
丁
目
の
水
害
、
中
野
通
３
丁
目
の

浸
水
、
茂
辺
地
小
中
学
校
前
通
学
路
の
冠
水
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
改
善
を
行
う
の
か
。

答
（
土
木
課
長
）
当
別
１
丁
目
は
、
付
近
の
当

別
川
が
、
人
道
橋
に
流
木
な
ど
が
引
っ
掛
か
っ

た
こ
と
で
流
れ
が
阻
害
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
越

水
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
し
た
護
岸
の
補
修
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
堆
積
土
砂
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
て
ま
い
り
た
い
。

　

中
野
通
３
丁
目
は
、
２
台
の
排
水
ポ
ン
プ
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
３
台
目
を
入

れ
ら
れ
る
よ
う
増
設
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　

茂
辺
地
小
中
学
校
前
通
学
路
は
、
旧
道
側
か

ら
橋
を
渡
っ
て
水
が
流
れ
て
き
た
の
を
職
員
が

確
認
し
て
お
り
、
今
後
、
降
雨
時
な
ど
は
、
旧

道
や
橋
の
部
分
の
水
の
流
れ
を
確
認
し
、
降
雨

に
よ
っ
て
汚
れ
た
道
路
の
清
掃
に
関
し
て
も
な

る
べ
く
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

問　

介
護
保
険
は
、
平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

21
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
連
続
す
る
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
後
退
な
ど
、
制
度

を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
す
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴
第
７
期
保
険
料
（
平
成
30
年
度
～
）
が
大
き

く
上
昇
し
た
要
因
に
つ
い
て
。

⑵
第
８
期
保
険
料
（
令
和
３
年
度
～
）
の
引
き

上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
。

⑶
今
年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
補
足
給
付
の
見

直
し
内
容
と
入
居
者
負
担
の
影
響
額
に
つ
い
て
。

答
（
市
長
）
⑴
第
６
期
中
に
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
た
こ
と
と
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
の
一
部
が
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
、
ま
た
、
平
成

29
年
度
に
北
海
道
か
ら
借
り
入
れ
し
た
財
政
安

定
化
基
金
貸
付
金
の
返
還
を
し
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。

⑵
第
６
期
中
に
施
設
整
備
を
行
っ
た
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

第
７
期
以
降
に
施
設
整
備
を
行
う
見
込
み
が
な

か
っ
た
た
め
で
す
。

⑶
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
食
費
負

担
が
、
本
人
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
年
間
の
収
入
額
が
120
万
円
を
超
え
る
方
は
、

１
日
の
食
費
負
担
額
が
650
円
か
ら
１
千
360
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
類
に
該
当
す
る
施
設
利

用
者
は
、
１
カ
月
約
２
万
１
千
300
円
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問　

介
護
保
険
は
、
負
担
が
増
え
て
く
る
と
、

じ
か
に
被
保
険
者
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る

と
い
う
仕
組
み
が
、
発
足
当
時
か
ら
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
は
国
の
制
度
で
す
か
ら
、
国
が
し

っ
か
り
責
任
を
持
つ
よ
う
様
々
な
機
会
に
訴
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
市
長
）
今
年
８
月
か
ら
入
居
者
の
食
費
が

結
構
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
市
長
会
の
中
で
も
、

大
変
だ
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
も
き

ち
ん
と
市
長
会
の
場
で
主
張
し
て
ま
い
り
た
い
。

市　
長

質
問
１

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
事
象

を
検
証
し
、
対
応
を
検
討
す
る

豪
雨
災
害
の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に

生
か
す
の
か

市　
長

質
問
２

施
設
整
備
を
行
う
見
込
み
が
な
か

っ
た
た
め

令
和
３
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

を
引
き
上
げ
な
か
っ
た
要
因
は

前
田
　
　
治
　
議
員

【補足給付】食費の負担限度額の見直し
 出典：厚生労働省資料

問答

答

答

答

問

問

問



北斗市　議会だより 9

一 般 質 問
問　

当
市
の
防
災
体
制
に
関
す
る
件
に
関
し
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑴
大
規
模
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

当
市
の
災
害
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
内
水
面
の

水
位
上
昇
に
よ
る
災
害
だ
と
考
え
ま
す
。

　

内
水
氾
濫
に
対
応
す
る
よ
う
に
排
水
ポ
ン
プ

や
非
常
用
電
源
な
ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

改
め
て
そ
の
経
過
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑵
災
害
避
難
用
物
資
の
保
管
場
所
に
つ
い
て
、

当
市
は
拠
点
施
設
を
設
定
し
て
対
応
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
搬
送
の
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
拠
点
施
設
を
設
定
し
て
対
応
す
る
の

と
、
避
難
所
ご
と
に
物
資
を
保
管
し
て
お
く
こ

と
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑶
11
月
２
日
に
出
さ
れ
た
避
難
指
示
対
象
者
は
、

１
千
204
世
帯
・
１
千
754
名
で
し
た
が
、
実
際
に

避
難
さ
れ
た
方
は
76
名
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
者
に
対
す
る
周
知
方
法
を
含
め
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
⑴
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
河
川
に
常
設
ポ
ン
プ
４
カ
所
、
降
雨
期
常
設

ポ
ン
プ
５
カ
所
、
ポ
ン
プ
稼
働
用
の
電
源
設
備

２
カ
所
で
、
設
置
の
経
過
は
、
降
雨
時
の
内
水

対
策
箇
所
の
状
況
等
を
鑑
み
て
の
設
置
や
開
発

行
為
時
の
設
置
と
な
っ
て
お
り
、
設
置
年
は
平

成
７
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
災
害
避
難
用
物
資
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
追
分
地
区
」
と

「
総
合
分
庁
舎
内
」
で
、
ま
た
、
地
理
的
な
要

因
を
考
慮
し
、
「
茂
辺
地
・
石
別
地
区
」
で
備

蓄
を
し
て
お
り
、
拠
点
施
設
か
ら
の
搬
送
方
法

は
、
避
難
情
報
の
発
令
の
都
度
、
物
資
輸
送
を

担
当
す
る
市
の
職
員
が
、
開
設
避
難
所
数
や
避

難
者
数
を
想
定
し
た
上
で
輸
送
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
台
風
な
ど
事
前
に
避
難
所
開
設
が

想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
避
難
所
に
配

送
を
行
っ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み
ま

で
を
終
え
て
お
く
な
ど
、
最
善
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
常
に
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
ご
と
に
物
資
を
保
管
し
て
お

く
こ
と
と
の
比
較
は
、
当
然
、
効
率
性
を
考
え

る
と
各
避
難
所
に
配
置
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す

が
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
開
設
し
な
い
避

難
所
が
あ
る
こ
と
や
管
理
上
の
問
題
か
ら
拠
点

施
設
で
の
保
管
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
拠
点
施
設
が
被
災
す
る
可
能
性
や
道

路
被
害
に
よ
り
配
送
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
も

想
定
し
、
代
替
施
設
や
分
散
保
管
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑶
今
回
の
避
難
情
報
の
周
知
は
、
防
災
無
線
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に

よ
り
行
い
、
多
く
の
方
に
情
報
は
届
い
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
避
難
対
象
者
数
に
対

す
る
避
難
者
数
の
割
合
は
4.3
％
で
あ
り
、
数
値

的
に
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
当
別
地
区
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
地
域
で
は
、
多
く
の
方
が
避
難
し
た
と
い
う

実
態
も
あ
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
適
切
な
避
難

行
動
に
つ
い
て
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

内
水
氾
濫
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）
デ
ー
タ
的
に
も
市
内
で
内
水

氾
濫
が
起
こ
っ
て
い
る
地
域
は
特
定
箇
所
で
、

住
民
へ
の
周
知
を
図
る
上
か
ら
も
対
策
は
必
要

で
あ
り
、
今
後
十
分
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

住
民
へ
の
周
知
の
手
段
と
し
て
、
防
災
無

線
だ
け
で
は
な
く
、
防
災
ラ
ジ
オ
等
で
多
重
に

備
え
周
知
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
す
ぐ
に
導

入
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
受
信
環
境
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
手
段
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
の

動
向
に
関
し
、
11
月
24
日
の
市
長
会
見
に
基
づ

き
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑴
12
月
か
ら
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
へ
の

対
応
と
64
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
案
内
の
方
法

及
び
混
乱
回
避
の
方
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑵
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
助
成
を
来
年
３
月
ま
で

延
長
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
検
査
の
実
施
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
⑴
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
へ
は
、

接
種
日
と
医
療
機
関
を
指
定
し
た
接
種
券
を
送

付
し
、
都
合
が
悪
け
れ
ば
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
64
歳
以
下
の

方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
混
乱
回
避
の
方
策
と
し
て
、
電
話

回
線
の
増
減
や
64
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
券
送

付
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
対
応
で
き
る
予
約
枠

を
勘
案
し
て
調
整
し
ま
す
。

⑵
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
助
成
期
間
を
今
年

度
末
ま
で
延
長
し
て
お
り
、
検
査
の
実
績
は
、

高
齢
者
施
設
は
11
施
設
延
べ
773
人
、
障
害
者
施

設
は
３
施
設
延
べ
191
人
、
小
・
中
学
校
の
修
学

旅
行
等
は
12
校
634
人
、
小
・
中
学
校
等
の
対
外

競
技
は
19
団
体
391
人
で
、
合
計
１
千
989
人
で
す
。

総　
務

課　
長

質
問
１

防
災
ラ
ジ
オ
の
受
信
環
境
調
査
を

実
施
し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
る

防
災
ラ
ジ
オ
等
で
多
重
に
周
知
を

図
る
べ
き
で
は

市　
長

質
問
２

高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、

小
・
中
学
校
で
合
計
１
千
989
人

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
は

新
関
　
一
夫
　
議
員

追分にある
災害避難用物資備蓄倉庫

問

問

問

問

答

答

答

答
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《総務常任委員会》
・ 10月29日に委員会を開催し、『市のごみ処理に関する調査』及び
北斗市ごみ破砕処理施設リサイクリーンほくとでの現地調査を行
い、ごみ減量化の推進を図るとは具体的にどんなことを現段階で
意識しているのかなどの質疑応答を行いました。

・ 12月9日に第4回定例会で付託された、指定管理者の指定（1件）の
審査を行い、『北斗市健康センター及び北斗市せせらぎ保健セン
ターにおける指定管理者の指定』について、指定期間を３年間と
する理由、現在勤務している会計年度任用職員に対する雇用の確
保についての質疑応答ののち、採決の結果、原案のとおり可決す
べきものと決定し、本会議で報告を行いました。

《文教厚生常任委員会》
・ 10月26日に委員会を開催し、『保育所に関する調査』、『放課後
児童クラブに関する調査』を行い、『保育所に関する調査』につ
いては、市外から北斗市内の保育園に通っている人数、潜在的待
機児童の市としての今後の対応、一時預かり保育についてなど、
『放課後児童クラブに関する調査』については、開設時間の延長
はできないか、利用料について、コロナ禍が回復してきている中
での活動基準などを設けたりしているのかなどの質疑応答を行い
ました。

・ 12月10日に第4回定例会で付託された、条例の一部改正（2件）の
審査を行い、『北斗市国民健康保険条例の一部改正』、『北斗市
国民健康保険税条例の一部改正』については、質疑討論はなく、採決の結果、原案のとおり可決すべきも
のと決定し、本会議で報告を行いました。

《産業建設常任委員会》
・ 10月12日に委員会を開催し、『農産物に関する調査』及び新函館
農業協同組合きゅうり共同選別施設、函館育ちライスターミナル
での現地調査を行いました。

・ 12月13日に第4回定例会で付託された、財産の取得（1件）の審査
を行い、土地を取得する目的、遊具の整備、追分９７号線からの
出入りは可能なのか、取得金額に係る単価の設定内容についてな
どの質疑応答ののち、採決の結果、原案のとおり可決すべきもの
と決定し、本会議で報告を行いました。

《議会運営委員会》
・ 10月14日に委員会を開催し、議会だより（№68）の監修、「議会だ
よりの見直し」について協議を行いました。

・ 11月1日に委員会を開催し、第5回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を11月9日の
1日としました。

・ 11月29日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を12月7日
から12月14日までの8日間としました。

　その後、「議会だよりの見直し」について協議をしました。
・12月7日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（追加議件）に関する協議を行いました。
・ 12月16日に委員会を開催し、第6回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を12月22日
の1日としました。

・ 12月28日に委員会を開催し、第1回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を1月12日
の1日としました。

委員会活動をお知らせします委員会活動をお知らせします

新函館農業協同組合きゅうり共同
選別施設での現地調査のようす

文教厚生常任委員会のようす

リサイクリーンほくとでの現地調査の
ようす
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《北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会》
・ 12月14日に委員会を開催し、副市長、担当部課長の出席、鉄道・運輸機構の工事次長、課長及び所長を参
考人として招致し、９月にセレン濃度の基準値が超過したことの原因と、対策として滞水の除去や堆積物
の除去、滞水箇所の埋め戻し等を行ったことの説明を受けました。

　 　地下水脈への影響を考えると堆積物の表面だけを取り除くのではなく全部取り除かなければならないの
ではないか、大雨のときなど現在の対策で心配はないのか、沈砂池のようなもので管理していくという方
法は考えなかったのかなどの質疑応答を行いました。

その他の会議など（市議会）その他の会議など（市議会）

■全員協議会
・ 12月8日、北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合議会・広域連合議会の
概要、常任委員会の所管事務調査・特別委員会調査の概要について報告されました。

一部事務組合・広域連合議会の動き一部事務組合・広域連合議会の動き

■南渡島消防事務組合議会
・ 12月6日、令和3年第3回定例会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和3年度一般会計補正予算が審
議され、可決されました。

■南渡島衛生施設組合議会
・ 10月13日、令和3年第2回定例会が南渡島衛生施設組合で開かれ、令和2年度会計歳入歳出決算認定が審議さ
れ、認定されました。

■函館湾流域下水道事務組合議会
・ 11月26日、令和3年第2回定例会が函館市役所で開かれ、令和3年度一般会計補正予算、公平委員会委員の選
任同意（1件）、令和2年度一般会計決算認定、報告（2件）が審議され、可決・認定等されました。

■函館圏公立大学広域連合議会
・ 11月26日、令和3年第2回定例会が函館市役所で開かれ、令和3年度一般会計補正予算、公平委員会委員の選
任同意（1件）、令和2年度一般会計決算認定、選挙管理委員及び同補充員の選挙、報告（3件）が審議され、
可決・認定等されました。この他、一般質問（1件）が行われました。

■渡島廃棄物処理広域連合議会
・ 10月27日、令和3年第2回定例会が渡島廃棄物処理広域連合で開かれ、議席の指定、令和2年度一般会計継続
費清算報告、令和2年度一般会計決算認定、監査委員の選任同意（1件）が審議され、可決・認定等されま
した。

　令和３年１０月２４日、北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟が、きじひき高原に
エゾヤマザクラを植樹しました。
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　令和３年１１月１５日、新型コロナウイルス感染防止対
策を講じた中、第４回北斗市子ども議会が市議会議場にお
いて、小学５年生から高校３年生までの子ども議員と市長
をはじめとする説明員の出席のもと開催されました。
　函館水産高等学校の岩崎壮汰議長の開会宣告のあと、北
斗市の将来に関する提案や市政運営について、１０人が一
般質問を行いました。
　また、本会議に先立ち、北斗市議会中井議長から「本日
の子ども議会が、皆さんにとりまして実り多き体験とな
り、ここから大きく羽ばたいて活躍されますことをご祈念
いたします。」とあいさつがありました。

　最後に、池田市長から「北斗市児童生徒のすばらしい発想 
を、将来のまちづくりに生かしたいとの思いで、子ども議会を
開催させていただいております。議員の皆さんから頂いた貴重
な意見を北斗市発展のために役立たせていただきます。」とあ
いさつがありました。

～将来を担う子どもたちからの問いかけ～
第４回北斗市子ども議会

【
子
ど
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議
員
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ら
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質
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】
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令和３年１月～令和３年１２月　定例会・臨時会出席状況一覧表

令和３年１月～令和３年１２月　各委員会出席状況一覧表

○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退　＼は出席不要　公は議会として欠席することが妥当と認めた欠席

○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退

区分

氏名

第１回定例会 第２回定例会 第３回定例会 第４回定例会 臨時会

本会議 予算審査
特別委員会 本会議 本会議 決算審査

特別委員会 本会議 第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回１ ２ ３ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３

中　井　光　幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白　戸　昭　司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仲　村　千鶴子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡野辺　秀　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前　田　　　治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊　藤　洋　平 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐々木　　　亮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

髙　村　　　智 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新　関　一　夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

花　巻　　　徹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺　澤　十　郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉　田　直　樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉　森　大　樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃　木　正　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工　藤　秀　子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

高　田　　　茂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小　泉　征　男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白　石　勝　士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山　本　正　宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水　上　　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

秋　田　厚　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坂　見　英　幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎議会運営委員会
回

氏名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 回
氏名 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

秋　田　厚　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 秋　田　厚　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡野辺　秀　雄 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 寺　澤　十　郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

髙　村　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 渡野辺　秀　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺　澤　十　郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙　村　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉　森　大　樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新　関　一　夫 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

工　藤　秀　子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 玉　森　大　樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

小　泉　征　男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 工　藤　秀　子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○

山　本　正　宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山　本　正　宏 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

白　戸　昭　司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白　戸　昭　司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※委員のほか、議長が出席しています。
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議会の模様がインターネットでご覧いただけます。

○　 北斗市議会ホームページの「議会映像」→「市議会インターネット中継」をクリックすると、
視聴方法の選択画面（「ライブ中継を見る」・「録画映像を見る」）に進みます。

https://www.city.hokuto.hokkaido.jp/docs/1987.html

○　市役所や総合分庁舎などでも、議会中継の模様が設置モニターでご覧になれます。
【ご覧いただける場所】・市役所本庁舎�・総合分庁舎�・市役所七重浜支所、茂辺地支所

◎文教厚生常任委員会 ◎産業建設常任委員会員会
回

氏名 １ ２ 回
氏名 ３ ４ ５ ６ 回

氏名 １ ２ 回
氏名 ３ ４ ５ ６ ７

仲　村　千鶴子 ○ ○ 新　関　一　夫 ○ ○ ○ ○ 新　関　一　夫 ○ ○ 玉　森　大　樹 ○ ○ ○ ○ ○
工　藤　秀　子 ○ ○ 工　藤　秀　子 ○ ○ ○ ○ 玉　森　大　樹 ○ ○ 渡野辺　秀　雄 ○ ○ ○ ○ ○
佐々木　　　亮 ○ ○ 仲　村　千鶴子 ○ ○ ○ ○ 渡野辺　秀　雄 ○ ○ 寺　澤　十　郎 ○ 〇 ○ ○ 〇
髙　村　　　智 ○ ○ 伊　藤　洋　平 ○ ○ ○ ○ 白　石　勝　士 ○ ○ 小　泉　征　男 ○ ○ ○ ○ ○
花　巻　　　徹 ○ ○ 佐々木　　　亮 ○ ○ ○ ○ 水　上　　　務 ○ ○ 水　上　　　務 ○ ○ ○ ○ ○
吉　田　直　樹 ○ ○ 髙　村　　　智 ○ ○ ○ ○ 秋　田　厚　也 ○ ○ 秋　田　厚　也 ○ ○ ○ ○ ○
小　泉　征　男 ○ ○ 花　巻　　　徹 ○ ○ ○ ○ 坂　見　英　幸 ○ ○ 坂　見　英　幸 ○ ○ ○ ○ ○

◎総務常任委員会
回

氏名 １ ２ 回
氏名 ３ ４ ５ ６ ７ ８

山　本　正　宏 ○ ○ 山　本　正　宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　田　　　治 ○ ○ 高　田　　　茂 ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　藤　洋　平 ○ ○ 前　田　　　治 ○ 〇 ○ ○ ○ ○
寺　澤　十　郎 ○ ○ 吉　田　直　樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○
栃　木　正　則 ○ ○ 栃　木　正　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○
高　田　　　茂 ○ ○ 白　石　勝　士 ○ ○ ○ ○ ○ ○
白　戸　昭　司 ○ ○ 白　戸　昭　司 ○ ○ ○ ○ ○ ○

回
氏名 ７ ８

白　戸　昭　司 ○ ○
仲　村　千鶴子 ○ ○
髙　村　　　智 ○ ○
新　関　一　夫 ○ ○
花　巻　　　徹 ○ ○
玉　森　大　樹 ○ ○
栃　木　正　則 ○ ○
工　藤　秀　子 ○ ○
白　石　勝　士 ○ ○
山　本　正　宏 ○ ○
秋　田　厚　也 ○ ○

◎�議会改革の推進に関
する調査特別委員会

※ 所期の目的が達成されたことから、令和３年
３月12日をもって委員会を解散しています。

※ 委員のほか、議長が出席しています。

◎�北海道新幹線トンネル
　�工事に伴う掘削発生土に
関する調査特別委員会

回
氏名 12 13 14

白　戸　昭　司 ○ ○ ○
山　本　正　宏 ○ ○ ○
渡野辺　秀　雄 ○ ○ ○
前　田　　　治 ○ ○ ○
新　関　一　夫 ○ ○ ○
玉　森　大　樹 ○ ○ ○
工　藤　秀　子 ○ ○ ○
小　泉　征　男 × ○ ○
白　石　勝　士 ○ ○ ○
秋　田　厚　也 ○ × ○
※ 委員のほか、議長が出席しています。

◎�議会ＩＣＴ化に関す
る調査特別委員会

回
氏名 １

髙　村　　　智 ○
栃　木　正　則 ○
伊　藤　洋　平 ○
佐々木　　　亮 ○
吉　田　直　樹 ○
玉　森　大　樹 ○
白　石　勝　士 ○
※ 委員のほか、議長が出席しています。

北斗市議会 検索
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議会開催予定 第１回北斗市議会定例会は、３月の開催を予定しています。

議 会 日 誌（令和３年10月１日～令和３年12月31日）

10月 5日
6日
9日

12日
13日

14日
19日
21日
22日

23日
24日

26日
27日
29日

11月 1日
9日

10日
11日

15日

定期監査（監査委員議員）
定期監査（監査委員議員）
北斗市青少年育成大会（議長）

「産業建設常任委員会」
北斗市社会福祉大会（議長）
南渡島衛生施設組合議会定例会（組合議員）

「議会運営委員会」
渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、議会運営委員）
例月出納検査（監査委員議員）
例月出納検査（監査委員議員）
北海道高等学校駅伝競走大会開会式（議長）
北海道高等学校駅伝競走大会（議長）
北斗市市民植樹祭（議長ほか議員）
北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟植樹『きじひき高原』

「文教厚生常任委員会」
渡島廃棄物処理広域連合議会定例会（連合議員）

「総務常任委員会」
「議会運営委員会」
北斗市議会第５回臨時会本会議
定期監査（監査委員議員）
全国市議会議長会建設運輸委員会『東京都』（議長）
定期監査（監査委員議員）
第４回北斗市子ども議会

24日
25日
26日

29日
12月 4日

6日
7日

8日

9日
10日
13日
14日

16日
22日

23日
24日
25日
28日

例月出納検査（監査委員議員）
例月出納検査（監査委員議員）
函館湾流域下水道事務組合議会定例会（組合議員）
函館圏公立大学広域連合議会定例会（連合議員）

「議会運営委員会」
北斗市ＰＴＡ連合会研究大会（議長）
南渡島消防事務組合議会定例会（組合議員）
北斗市議会第４回定例会本会議（第１日目）

「議会運営委員会」
定例会本会議（第２日目）

「全員協議会」
「総務常任委員会」
「文教厚生常任委員会」
「産業建設常任委員会」
定例会本会議（第３日目）

「北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会」
「議会運営委員会」
北斗市議会第６回臨時会本会議
例月出納検査（監査委員議員）
例月出納検査（監査委員議員）
北斗市表彰審査委員会（正副議長）
上磯吹奏楽団定期演奏会（議長）

「議会運営委員会」

編 

集 

後 

記

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
に
向

か
う
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
11
月
に

新
た
な
変
異
株
が
国
内
に
入
っ
た
こ
と

で
、
第
６
波
へ
の
危
機
感
を
抱
き
な
が

ら
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
感
染
症

対
策
を
取
っ
た
中
、
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
や
昨
年
11
月
の
集
中
豪

雨
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
議
決
さ

れ
、
災
害
へ
の
備
え
に
関
し
て
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
全
国
で
進
む
中
、
北

斗
市
内
の
小
・
中
学
校
で
も
、
教
員
の

工
夫
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
い
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
員
の
働
き
方

改
革
と
併
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
議
会
で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け

て
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
先
進
地
の
情
報
を
参
考
に
北
斗
市

議
会
と
し
て
最
良
な
形
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
今
期
の
議
員
任
期
も
残
り
１
年
３
カ

月
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
毎
日
を

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

監
督
に
新
庄
ビ
ッ
ク
ボ
ス
が
就
任
し
ま

し
た
。
今
後
の
盛
り
上
が
り
を
北
海
道

も
北
斗
市
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る

令
和
４
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し

ま
す
。�

（
編
集
委
員　

髙
村　
　

智
）

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆様のご意見ご感想をお聞かせください。
『☎ 73-3111 ＦＡＸ 73-6970』『メールアドレス gikai@city.hokuto.hokkaido.jp』

印刷／（有）上磯印刷所

　議会傍聴は、市民の代表である議員がどんな活動をしているか、
市政がどのように運営されているのかなどを知る良い機会です。
　傍聴したい方は、市役所３階の本会議場傍聴席までお越しください。


